ブンカジン ノ ビョウシャ ニ モトヅク アビコ ノ ケイカンコウセイヨウソ ノ ハアク by 石川 有生 et al.
東京農大農学集報




面地に文化人の別荘や住居が建てられ 一種の文化人コロニ を形成した 本研究では コロニ の概要及
び構成文化人を明らかにした上で 文化人の作品に描かれたコロニ の景観構成要素を抽出し その特徴を
分析することを目的とした 描かれた景観構成要素の特徴として以下の結果を得た 身近な動植物や 日
常生活における眺望を構成する景観構成要素が多数確認された 白樺派の構成文化人は 彼らが思想的に
求めた美しさや豊かさを 我孫子の 一般的で身近な自然 の中に見出していた
我孫子 景観構成要素 文化人 白樺派 大正時代
を把握するために 池田ら は文学作品から空間を読
み取る手法を整理し 心象空間の抽出手法としての価値を
千葉県我孫子市は 東京からおよそ 圏内に位置す 提示した さらに池田ら は芥川賞受賞作品をテキ
る首都圏近郊のベッドタウンである 手賀沼と利根川に挟 ストとして自然景観要素を抽出し その意味内容と年代に
まれた海抜約 のなだらかな台地が東西方向に伸び よる変化について考察を行った これらの研究成果を鑑
崖線下の手賀沼沿いおよび利根川沿いに低地が広がる独特 み 文学作品をテキストとした抽出手法は有用であると判
な地形を有している 断した 同様の手法を用い 杉浦ら はテキストから
我孫子市は 明治時代末期頃より 北の鎌倉 と呼称さ 安曇野における農村風景の構成要素を抽出し 農村集落の
れる程に別荘地として注目された歴史を持つ 特に大正時 修景に際する基礎的な資料 作成を目標として農村風景変
代には手賀沼沿いの斜面地に白樺派を中心とした文化人達 遷の解明を試みた しかし杉浦らの研究は 時代の推移に
が移り住み その周辺は一種の文化人コロニ の相を呈し 応じた構成要素の消失に関して解明したものの 変化する
ていた しかし 第二次世界大戦後の手賀沼干拓事業や高 ことのない構成要素の価値については言及していない 持
度経済成長期以降の急速な住宅地開発などにより文化人コ 続的な景観整備には 地域の固有性を反映した不変的な価
ロニ 周辺の環境や景観は変容していった 値付けを景観構成要素に対して行うことが重要と考える
平成 年 月 我孫子市は景観行政団体となり そこで本研究は 大正時代を中心に我孫子で築かれた文
景観形成における特定地区として 手賀沼ふれあいライン 化人コロニ 以下 コロニ の構成文化人とコロニ
特定地区 が定められている この特定地区の区域は文化人 の概要を明らかにした上で コロニ 周辺景観の特徴を整
コロニ が立地していた場所と重なっており これまで文 理した さらに 構成文化人らの我孫子に関する著作に描
化人の居住跡や記念碑等を用いた点的整備が行われてきた かれた景観構成要素を抽出し その特徴を分析することよ




眼した 文化人は文化人コロニ 滞在中に各 文学作品を
残しており その中には我孫子の景観や環境が描かれてい 文献調査より 出身が我孫子以外で 大正時代に我孫子
るものが少なくない 文化人が文学作品に描いた我孫子の 周辺に滞在して文芸活動に勤しんだ人物をコロニ 構成文
景観構成要素を 彼らの文芸潮流に関連した景観構成要素 化人 以下 構成文化人 として抽出した さらに構成文
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名詞で抽出されても 文中では 沼の水 という名詞句の
文献調査より構成文化人が生活を送るために我孫子に滞 形で用いられている場合などは 水 でなはく 沼の水
在した時期をコロニ 形成期間と位置付け その期間を特 と修正を加え抽出した
定した 次に それらの景観構成要素をカテゴリ に分類し 整
また 文献を用いて当時の各構成文化人住居の位置を把 理を行った
握し 明治 年陸地測量部発行の の迅速 さらに 景観構成要素において要素を修飾している形容詞
測図 を用いて作成したコロニ 周辺のベ スマップ上に や形容動詞等に着目し それら形容表現の抽出を行った ま




期 明治 年の の地図 を用いて コロ
ニ 周辺における土地利用の把握を行った また 当時の
コロニ 周辺の様子が把握できる写真資料 と文献 よ
り 当時のコロニ 周辺における景観の特徴を分析した 文献調査によって構成文化人として計 名が抽出され
た さらに文芸活動の内容から 構成文化人は タイプ
に分類された 白樺派として活動を行っていた 柳宗悦
武者小路実篤 志賀直哉
構成文化人の著作において コロニ 周辺の景観や環境 バ ナ ド リ チ の 名
の描写が含まれ 随筆などの著者自身の視点で書かれてい 作家 文筆家の中勘助 滝井孝作
る文学作品をテキストとして選定した その結果 武者小路 杉村楚人冠 の 名 教育関係者であ
実篤 新らしき家 志賀直哉 雪の日 雪の遠足 る嘉納治五郎 柔道家 村川堅固
矢島柳堂 柳宗悦 我孫子から 通信一 我孫子か 東京帝国大学教授 の 名 声楽家の柳兼子
ら 通信第二 我孫子から 中勘助 沼のほとり の 宗悦の妻 の 名で構成されていた
計 作品をテキストに用いた 表 なお 柳宗悦の 我孫 構成文化人によるコロニ の形成過程は大きく 段階に
子から の シリ ズと志賀直哉の 雪の日 雪の遠足 区分された 最初に 明治 年 嘉納治五郎が別荘
に関しては内容を検討した結果 連続性のある作品と考え 地を求めて我孫子の天神山に転入する
られたため各 まとめて 作品とみなして分析を行った 次に 大正 年 月に柳宗悦と妻の兼子が宗悦の
叔父である嘉納治五郎の勧めに応じ我孫子に移り住む 続
テキストを読み込み 我孫子の景観 環境にまつわる記 いて 大正 年には志賀直哉が友人である柳宗悦の
述部分を本文から抜き出し テキストデ タを作成した 紹介により我孫子の弁天山に住居を購入した
その後テキストマイニングソフト さらに 大正 年以降 バ ナ ド リ チは柳
を用い形態素分析を行った 次に において 宗悦から 武者小路実篤と滝井孝作は志賀直哉から 村川
区分された品詞体系のうち 景観構成要素として扱う名 堅固は嘉納治五郎から紹介を受け 我孫子に別荘を設ける
詞が含まれると考えられた 文字以上の一般名詞である ことになった 杉村楚人冠は 大正元 年に前年取材
名詞 平仮名のみの一般名詞である 名詞 漢字一文 で訪れた手賀沼周辺の風景に魅せられ別荘を設けた 中
字の一般名詞である 名詞 固有名詞 組織名 人 に関しては転入理由が不明である
名 地名 のカテゴリ に着目した それらのカテゴ 形成過程の区分整理より コロニ はまず嘉納治五郎が
リ に含まれる抽出語の作品内での用いられ方を文中で 我孫子の環境を評価し 嘉納治五郎 柳宗悦 志賀直哉の
各 確認し 景観 環境を指し示し 著者自身が目にし 名が中心となって形成し 次いで知人らへの紹介によっ
た もしくは耳にしたことによって作中に描写された要 て発展していったことを把握した 表
素 という抽出条件を満たしている抽出語を文化人に描か
れた景観構成要素として抽出した その際に 水 という 白樺派は上流階級出身かつ学習院の同窓生によって形成
された作家 美術家のグル プである 初期同人は武者
小路実篤 志賀直哉 木下利玄 里見 園池公到 児島
喜久雄 柳宗悦 郡虎彦 有島武郎 有島生馬の計 名で
あり 彼らは 明治 年 大正 年に渡り
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シ にささえられた理想主義的な思潮を その文学ないし芸 構成文化人住居は 当時の手賀沼沿い北側の崖線や台地
術作品の上に表現し反映したものである と位置づけられ 上に分布していた 我孫子新田周辺には嘉納治五郎 中勘
た また 白樺派の主張の特徴として 徹底的な個性尊重 助 柳夫妻とバ ナ ド リ チ 志賀直哉 滝井孝作
主義と人道主義が挙げられる 人道主義に最も熱心であった 村川堅固 杉村楚人冠らの住居 軒が そして根戸新田に
のは武者小路実篤であり 白樺 の中心人物 といって は武者小路実篤邸が立地していた 図 秋谷 は
適當でないなら先頭人物は武者小路実篤であった とあ 大正時代における手賀沼周辺の自然や生活の様子を描いた
るように 白樺派はこの武者小路実篤を中心として人間の 手賀沼と文人 で この先は 根戸下 そこは 当時我
自我 や 自由 豊かさ についての思想を展開した 孫子でなく隣村 富瀬村にぞくしていた 左手に一軒
また 大正 年に開戦を迎えた第一次世界大戦に の農家を過ぎると これが我孫子の東端であり 前方は高
よる大戦バブルと呼称された好景気は 日本の青年達に自 野山新田となる と記述し 台地上が 我孫子 という一
我や自己について考えさせる契機となった 世間では社会 つの地名的まとまりを持っていたことを示唆している 武
主義や人道主義の議論が高まり 白樺派はそうした社会背 者小路実篤邸は根戸の台地上に存在していたことから コ
景をもとに勢力を強めていた その後 大正 ロニ は根戸と我孫子の台地周辺を中心に位置していたと
年の株式大暴落を受けて白樺派は全盛期の影響力を急速に 考えられる また現在の地名では我孫子新田 根戸新田
低迷させ 大正 年に 白樺 は終刊を迎えた 船戸 白山 緑 寿にあたる地域がコロニ の位置である
これらのことから白樺派の活動は いわゆる 白樺 派 ことがわかった
の思想運動のもっとも活発な時期は 雑誌の創刊から一九
二三年 大正一二年 までの一三年間である とされ ま
たその中でも 大正 大正 年以降から第 コロニ 形成期間における我孫子の土地利用分析から





構成文化人によるコロニ 形成過程の分析から 文化人 停車場があった 日本鉄道土浦線は 明治 年に田
コロニ 形成の中心と考えられる 嘉納治五郎 柳宗悦 端 土浦間で 成田鉄道は 明治 年に成田 我孫
志賀直哉の 名の滞在が確認できる 大正 年 月 子間で開通している また 台地上には水戸街道 以下
から 構成文化人のコロニ 滞在形態が別荘使用のみと 街道 が通り 我孫子宿における街道沿いには寺社が多く
なった 大正 年末までをコロニ 形成期間と位置 分布し 商店や旅館が連なっていた しかし 点 と茅
付けた 表 また 白樺派の構成文化人達は 白樺派の 葺き屋根が並び その間に数少ない商店がみえる淋しい
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利道である という記録もあり 華 しい宿屋街の雰囲気
ではなく 宿場が並ぶ田舎通りの様相であったと考えられ
る しかし 街道沿いの社寺の一つである 天王様 では
夏祭りなどの祭事が催され 駅前の通りには 美しい花
がつく桜並木 があり 商業地域は人が集まる場として
一定の賑いも見せていた さらに写真資料 から 商店の
看板や人 が宿屋の前で憩う姿を確認することができた
一方 農業 漁業地域では崖線と台地上の大部分が松林
で覆われ 杉林 雑木林 灌木林が点在していた 谷戸部 ド リ チ 武者小路実篤 滝井孝作らの住居は 眺めの
分の低地に水田が広がり 台地上には畑の分布が確認でき 良い場所に立地していたといえる
た 手賀沼と崖線の間には湿地 葦原 水田が東西方向に
帯状の広がりをみせていた 図 また文献調査より 大
正時代中頃の我孫子町では 農業戸数が全体の 兼
業を入れると を占めていたことがわかった 万能 テキスト分析を行った結果 新らしき家 から 要素
乾田 鍬 犂 田舟などを用いた 人力に頼る伝統的な 雪の日 雪の遠足 から 要素 矢島柳堂 から
農法が営まれていた また手賀沼沿岸の農家は副業的に漁 要素 我孫子から シリ ズから 要素 沼のほとり
業を営む家も多く 各家でサッパ舟を所有し 地曳網や から 要素 全テキストから計 要素を構成文化人
張り網などの漁法で 鰻 鯉 鮒 雑魚類などを漁獲して に描かれた景観構成要素として抽出した 表
いた 高台からは樹木 水田を隔てて沼が広がる景観が
眺められたこと また 低地からは水田や沼が広がる景観 抽出した全景観構成要素は 計 項目のカテゴリ に
が臨めたことを写真資料 から把握した 分類することができた 表 その傾向として 自然 農
構成文化人住居は敷地前に水田があった中勘助邸を除 業 地形に関するカテゴリ の多さがあげられる 自然に
き 主に松林の中に存在していた また それらの構成文 関するカテゴリ は 植物 樹木 要素 生物
化人住居からは 樹木 水田を隔てて沼が広がる眺望景が 鳥 要素 気象 要素 沼 要素 空
眺められたと推察される 図 柳夫妻 バ ナ ド 雲 要素 日 光 要素 自然 要素 土
リ チ邸と嘉納治五郎別荘周辺は 左手の高台は この地 地 土 要素 月 星 要素 森 林 藪
でおそらく いちばん早くひらけた別荘地で 手賀沼を見 要素 の 項目 要素 であった 地形に関するカテ
下ろす絶好の地である 武者小路実篤邸周辺は この ゴリ が 丘 岡 岸 要素 道 路 坂 要
あたりは落日の鑑賞にはまことにけっこうで 時には富士 素 山 要素 崖 要素 の 項目 要素
のシルエットを見ることができる 滝井孝作邸周辺は 農業に関するカテゴリ は 農業 漁業 要素 農作
この辺りから見る沼の夕景色は抜群であった などと 物 要素 畑 要素 田 要素 の 項目
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描かれた景観構成要素のカテゴリ 別一覧 る 鳥 は特に 百舌 に関する記述が 件 燕 に関
する記述が 件と多く見られ 椋鳥 件 鷭
件 葭きり 件 白鷺 と 鶏 件 がそれに続
いた
次に地形に関するカテゴリ 内において 丘 岡
岸 山 のカテゴリ には 遠方の対岸部分や富士山も
景観構成要素に含まれていた また 道 路 坂 では
沼べりの畔道 高台の畑路 田圃路 など具体的な様
子が記述されているものが 件あった
農業に関するカテゴリ 内においても 農作物 畑
のカテゴリ で固有名詞が多く記述される傾向があった
農作物 では 作物 畑のもの など抽象的な表現のも
のは 件にとどまり 残り 件は固有名詞を含むもので
あった 中でも 稲 件 麦 件 は かけ稲 や
麦の 籾 など状態に対する記述が見られた 畑 は要
素名のみで記述されているものが 件と多いが 麦畑
菜畑 など農作物の固有名詞を把握して記述されている
ものも 件と多かった 田 は 沼田 刈り田 など
具体的な状態を示すものが 件あった
次に 自然 地形 農業に関するカテゴリ 内の景観構
成要素全体を通して多くみられた形容表現のグル プとし
ては 美しい 綺麗 回 寂しい さびしい
回 好い 回 親しい 回 静か 回
るカテゴリ は総計 項目 要素 であった また があげられた
複数のテキストで多数の要素が確認されたカテゴリ とし
て 植物 樹木 沼 生物 鳥 気象 畑 があ
げられる 我孫子に形成された文化人コロニ は 我孫子の環境を
次に カテゴリ 内の景観構成要素の特徴を分析した 気に入った嘉納治五郎が別荘を所有したことが起点とな
表 まず自然に関するカテゴリ 内において 沼 り 大正 年 大正 年において白樺派
気象 空 雲 日 光 月 星 の 項目のカテゴ の文人を中心に作家 文筆家 教育関係者ら 名の構成
リ では 単に要素名のみが記述されている場合と併せ 文化人によって形成 発展した
て 時間や方角 形状など景観構成要素の様子とともに記 コロニ 形成期の我孫子は 従来からの水戸街道に加
述されているケ スが多く見られた 具体的には 沼 で え 東京 茨城 千葉県内成田への鉄道が開通し 利便性
は 沼の西端 など特定箇所における景観構成要素の記述 が増していた 一方 我孫子停留所周辺は宿場街の赴きを
が確認された また 気象 や 空 雲 では 西風 有する商業地域であったが その他は松林の間に半農半漁
西の空 など特定な方角に関する景観構成要素がみられ の生業の景が展開する農業 漁業地域であった
た 日 光 では朝夕の時間帯による書き分けが行われて 上記環境の中 構成文化人は我孫子新田や根戸新田の手
おり 特に夕日が多く描かれる傾向にあった なお 沼 賀沼北側に位置する南向き崖線や台地上に住居を構えてい
の水面の様子や水の状態 気象 における雨の様子 光 た 住居は松林に囲まれ 眼下の水田 葦原の先に広がる
の様子など 景観構成要素の様子が詳細に描かれていた 手賀沼の眺望に秀でていたことが明らかとなった
一方 植物 樹木 生物 鳥 の 項目のカテゴリ で 構成文化人の内 名の我孫子を題材にした著作 作品を
は 固有名詞が多く記述される傾向が読み取れた 記述さ テキストとして用い 景観構成要素の抽出を行った結果
れた固有名詞は 植物 樹木 で 種類 松露 毛氈苔 彼らは我孫子周辺環境の特徴を景観構成要素として著作内
水草含む 生物 で 種類 鳥 で 種類 水鳥含む に多数描写していた 項目 要素 景観構成要素
と多種に渡った 固有名詞の傾向をカテゴリ ごとにみて の特徴としては 自然 項目 要素 地形 項目
いくと 植物 樹木 は 特に 葦 藤 小でまり 要素 農業 項目 要素 に関するカテゴリ に属す
柑子蜜柑 に関しては花や実 殻 薫りなど部分的かつ細 る景観構成要素 項目 要素 が大半を占める傾向に
部に及ぶ記述がみられた また 杏の花 ぼけの花 な あった
ど花に関しての記述が多く見られた 生物 は 兎 の記 テキストに描かれた自然 地形 農業に関する景観構成
述の多さが挙げられるが これは志賀直哉が兎を家で飼っ 要素の特徴としては以下のことが明らかとなった 自然に
ており まとまった記述がみられたためである 田螺 や 関する 沼 や 気象 空 雲 日 光 の景観構成
かみきり虫 こま虫 など小さな生物まで記述されてい 要素では 特定箇所や方角 時間帯における景観構成要素
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杉浦高志ほか 大河小説 安曇野 にみられる農村
風景描写の変遷 戦前 戦後の比較から 年度日本
建築学会大会 北陸 学術講演梗概集
陸地測量部 万分の 迅速測図 我孫子宿
取手駅 龍箇崎村
日本地図センタ 明治前期測量 万分の フラン
の存在があげられた また 植物 樹木 鳥 生物 要素として位置付け得ると考える また 抽出した景観構
の景観構成要素は 具体的な固有名詞として記述されたも 成要素は現我孫子市においても存在している 沼 として
のが多かった それらの景観構成要素は現我孫子市でも確 あげられた手賀沼は現我孫子市において象徴的存在であ
認できる葦 百舌など日常的な種であった 地形に関する り 我孫子は野鳥の生息地としても名高い 経営耕地面積
景観構成要素では 富士山や対岸など眺望景観を構成する は減少傾向にあるものの 近隣市町村と比較して農家の平
要素が複数確認された さらに 農業に関する景観構成要 均経営規模は大きく 現在農業振興計画が推進されてい
素は 作物の具体的な固有名詞が多く挙げられ 刈り田な る それらの今後の保全 創出の方策において 本研究
どの農作業の状態を表す景観構成要素も確認できた で明らかにした景観構成要素の特徴や重要な箇所 状態な
構成文化人の多くを占める白樺派の文人は 彼らの思想 どが援用できると考える
の軸として 自我 や 自由 豊かさ を掲げている
思想の具現化として 武者小路実篤の調和社会によるユ
トピアを求めた 新しき村 や柳宗悦による用の美を追求
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文化人の描写に基づく我孫子の景観構成要素の把握
ス色彩地図 第一軍官地方二万分一迅速測図原図復刻版 千 は 樋口耕一氏によるテキストマ
葉県下下総國南相馬郡布施村及我孫子宿近傍測図 イニング用のフリ ソフトウェアである
みんなのアルバム同好会 我孫子 みんなのアルバ 更新 参照
ムから みんなのアルバム同好会 兵藤純二 大正期 我孫子在住の作家たち 我孫子
の文化を守る会
秋谷半七 手賀沼と文人 崙書房 住谷悦治ほか 講座 日本社会思想 大正デモクラ
秋谷半七 手賀沼散策 沼と人と自然と 崙書房 シ の思想 芳賀書房
本多秋五 現代日本文学大系 白樺 派の文
我孫子市史編集委員会近現代部会 我孫子市史近現 学 筑摩書房
代篇 我孫子市教育委員会 西垣 勤 白樺派作家論 有精堂出版
郷土我孫子編集委員会 郷土あびこ 我孫子の 関川夏央 白樺たちの大正 文芸春秋
生業 我孫子市史編さん委員会 我孫子市史 民俗 文化
武者小路実篤 武者小路実篤全集第 巻 新らしき 財篇 我孫子市教育委員会
家 小学館 持田智彦 志賀直哉の庭園観に関する研究 東京農
志賀直哉 志賀直哉全集第 巻 雪の日 雪の遠 業大学平成 年卒業論文
足 矢島柳堂 岩波書店 小田切進ほか 日本近代文学大事典第 巻 講談
柳宗悦 柳宗悦全集第 巻 我孫子から 通信一 社
我孫子から 通信第二 我孫子から 筑摩書房 小田切進ほか 日本近代文学大事典第 巻 講談
社
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SHIKAWA RAI
: Abiko city is located in the northwest of Chiba Prefecture. Lying between the Tonegawa
River to the north and Lake Teganuma to the south, Abiko is rich in natural features. In the Taisho
era, many intellectuals from Tokyo had their cottages on the south-facing slope by Lake Teganuma.
The aim of this study is to grasp how intellectuals recognized landscape elements of Abiko in the
Taisho era. First, we outline a colony of intellectuals who lived in Abiko. Second, we survey literature
by intellectuals that might provide insights into the environment in Abiko. Third, we analyze
landscape elements in the literature that was written by intellectuals. Finally, we consider features of
the landscape elements of the lakeside environment in Abiko. As for the features of landscape
elements that intellectuals wrote about, we obtained the following : the animals and plants living near
a colony and one which be able to see in everyday by intellectuals. Especially Shirakaba school, the
main group of intellectuals, found out the ideal beauty and happiness through their life in Abiko.
: Abiko, landscape elements,intellectuals, Shirakaba school, the Taisho era
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The Landscape Elements Recognized
by Intellectuals Lived
in Abiko, Chiba Prefecture
Summary
Key words
,. ,*++ +1 ,*++
